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る病院のリレーションシップ・マネジメントの可能性を検討している。患者会とは、近年多くの疾病領域でボ
ランタリーに形成されている、患者によるセルフヘルプ・グループ（自互助集団）である。セルフヘルプ・グ
ループ研究によれば、患者会は、患者が自らの弱さを受容しつつ、障害を抱えた状態で生活をコントロールす
るために有益な体験的知識の交換と学習を通じて、患者をエンパワーする機能をもつ。また社会構成主義的家
族療法であるナラティブ・セラピー研究によれば、患者会は、患者が自発的・主体的に自らの世界を構築しな
おす新しい語りを生み出すことを可能にする、ナラティブ・コミュニティ（語りの共同体）としての機能も備
えている。 
 第５章では、現実の患者会が、前章で指摘したセルフヘルプ・グループおよびナラティブ・コミュニティと
しての機能を備えているか否かを、ある乳がん患者会の参与観察と参加者へのグループ・インタビューによっ
て得られた詳細なデータをもとに、実証的に検討している。グループ・インタビューにおける患者のナラティ
ブ（語り）を、当事者としての参与観察によって得られた知見、ナラティブ・セラピー、社会言語学における
クリティカル・ディスコース・アナリシス（批判的言説分析）の視点から分析した結果、この患者会が、セル
フヘルプ・グループおよびナラティブ・コミュニティとしての機能を備えている可能性が確認された。また、
これらの先行研究では指摘されていなかった点として、一部の参加者による語りが、他の参加者の語りを支配・
抑圧している可能性も明らかになった。 
 終章では、以上の考察から得られた理論的知見を整理した上で、理論的インプリケーションの一つとして、
本論で用いた患者会の実証的研究の方法論的検討を行い、最後に本論の実践的インプリケーションを提示して
いる。当事者としての参与観察という研究手法は、外部者としての参与観察につきまとう、二重の解釈による
誤謬の危険性を軽減するメリットをもち、グループ・インタビューによって得られたナラティブを分析するこ
とは、語ることを活動の中核とする患者会を、実証的に研究する手法として有効である。また、今後の病院に
よるリレーションシップ・マネジメントの取り組みとして、コーディネータの配置、リソースセンターの設置、
集会の場の提供などを通じて、病院が患者会の活動を多面的に支援するとともに、病院で働く医療専門職と患
者会との対話と交流の機会を設けることが有効であると考えられる。 
 以上のように、本論文は、近年のわが国の病院におけるリレーションシップ・マネジメントへの取り組みを、
医療研究及び経営研究の双方の視点から批判的に検討し、従来の医療のあり方を変える有力な主体として注目
されている患者の視点から、新たな実践と理論的探求の可能性を探ろうとしている。病院が提供する医療サー
ビスと、一般企業が提供するサービスとの本質的な差異を明確にすることで、経営学の視点や企業の実践をそ
のまま医療分野に適用するのではない、独自の領域としての医療経営研究の可能性を想起させる、優れた論文
である。複数専門職で構成されるヒューマンサービス組織としての病院組織の構造的特性に関する経営学およ
び病院管理学の先行研究や、患者会に関する保健医療分野の先行研究など、関連する研究蓄積との接合可能性、
ナラティブの解釈方法、病院経営への実践的示唆など、更なる議論の掘り下げが可能であろうと思われる論点
も散見されるが、これらは本論文の本質的価値を損なうものではなく、逆に今後の研究の発展を予期させるも
のといえる。以上のことから、審査委員会は一致して、本論文を博士（商学）の学位を授与するに値するもの
と判断した。 
